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研究要旨 

支援機器の選定・導入運用では、リハビリテーション関連職等（以下、リハ専門職）が使用

できる標準的なガイド等はなく、個人の知識や技術レベルに委ねられているのが現状である。

支援機器の選定には、使用環境や障害の状況およびその変化への対応が必要となることから、

多様な要件が必要となる。そこで本研究では、R2 年度までに作成した支援機器 ICF 対応表を

活用し、リハ専門職が、適切な支援機器の選定・導入運用を実施するために役立つガイドを開

発することを目的とする。 
今年度は、支援機器の選定・導入運用においてリハ専門職が活用できるガイド二次案を作成

し、専門職による試行を経て、ガイドを完成させるとともに、ガイドで活用する支援機器 ICF
対応表についても活用可能な形で提供する事ができた。また、ガイドの利用場面での課題解決

策として、スマートデバイスの適合評価モデルの確認と ICF コード選択の支援システムを作成

した。ICF および ISO9999 の最新動向に関する調査からは、それぞれの課題と改訂状況の情

報を収集することができ、これらの内容はガイドのコラムに記載することとした。 
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A． 研究目的 

支援機器の選定・導入運用では、リハビリテーシ

ョン関連職等（以下、リハ専門職）が使用できる標

準的なガイドライン等はなく、個人の知識や技術レ

ベルに委ねられているのが現状である。支援機器の

選定には、使用環境や障害の状況およびその変化へ

の対応が必要となることから、多様な要件が必要と

なる。近年、種々の支援機器が開発・普及しており、

統一的な概念に基づいた支援機器の情報と、それら

を活用して適切な選定・導入運用を行うための標準

的なガイドラインの作成が急務である。 
井上らは支援機器の選択・導入運用に着目し、そ

れらを適切に行うためのガイドラインの作成に向け、

国際的な共通言語である ICF（国際生活機能分類）

と ISO9999（福祉用具の分類と用語の国際規格）を

用いて、支援機器のデータと利用者の特徴、利用場

面を結びつける支援機器 ICF対応表を作成するとと

もに、関連する情報を収集してきた（厚生労働行政

推進調査事業費 19GC2002 R1～R2）。 
本研究は、R2 年度までに作成した支援機器 ICF

対応表を活用し、リハ専門職が、適切な支援機器の

選定・導入運用を実施するために役立つガイドライ
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ンを開発することを目的とする。そのために、これ

までに取得したリハ関連専門職の現状に関する情報

を基に、ICF と支援機器を組み合わせた支援手法を

構築し、またリハ関連専門職のニーズに合わせて、

支援機器 ICF対応表のデータ出力形式等を更新する。

さらに、ICF や ISO9999 の国際動向の把握も行い、

ガイドラインの内容に反映させる。R4 年度は、ガイ

ドラインを作成することを目的とし、あわせて支援

機器 ICF 対応表の更新、ガイドラインの利用モデル

案の作成、関連する情報収集を行った。 
 

B． 研究方法 

1.支援機器の選定・導入運用ガイドの作成 

これまでの研究で検討したガイド一次案を基に、

ICF を活用した選定・導入運用に役立つガイド作成

した。作成にあたっては、ガイド作成グループの作

業と、研究班全体での議論により選定・導入運用手

法を作成し、それを基にガイド二次案を作成した。 
さらに、リハ専門職 53 名を対象に、「支援機器

の選定・導入ガイド（二次案）」を配布し、それに

基づき特定の支援機器の利用者を想定したシナリオ

について、情報整理シートを用い、想定される支援

機器を選定し、自由記述を含むアンケート調査を行

った。 
2.支援機器 ICF 対応表の更新 

支援機器 ICF対応表の基となる支援機器データベ

ースにおいて、引き続き、説明文作成、イラスト作

成/修正、利用可能な制度の調査・登録など、データ

の更新作業を行った。また、ガイドライン作成グル

ープと連携して、対応表を利用する専門職のニーズ

や知識等を把握し、活用現場で役立つデータの出力

形式を追加した。さらに、リハ関連専門職が ICF を

基に支援機器を選定し、上記で作成登録した関連情

報を見ることが出来るようにするため、これまでの

研究で開発した可視化システムを改修した。作成し

た支援機器検索システムについては、模擬シナリオ

を用いた機器の検索を試行し、ユーザビリティの評

価を行った。 
3.ガイド利用モデルの構築および課題抽出 

在宅支援における支援機器として、スマートデバ

イスに着目し、その適合に関するヒアリング調査を

実施した。 
また、ガイド利用で課題となる ICF のコード検索

を支援するための ICFごく検索システムの作成と検

索辞書のブラッシュアップを行った。 
4.ICF および ISO9999 の動向把握 

WHOの ICF検討委員会及び ISOの福祉用具技術

委員会の情報を収集し、改訂等の最新動向を把握す

る。得られた情報を基に、ガイドや支援機器 ICF 対

応表に反映すべき内容を抽出し、ガイドの開発につ

なげる。 
 

（倫理面への配慮） 

被験者を対象とした調査は、国立障害者リハビリテ

ーションセンター、関係する施設の倫理審査委員会

の承認を得て実施した。対象者には口頭又は書面に

て説明を行い、同意を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

1.支援機器の選定・導入運用ガイドの作成 

昨年度検討したガイド一次案及び支援機器の選

定・導入運用に関する調査結果を精査し、ICF を活

用した支援機器の選定・導入手法を構築した。そこ

では、ICF と支援機器の関係を図で示すと共に、ICF
のコードを活用した情報整理シート、それを活用し

た支援機器選定の流れ、支援機器 ICF 対応表を活用

した支援器機の選定方法を構築し、それらをガイド

としてまとめる形で修正を行った。 
ガイドの目次を以下に示す。 

1.はじめに 
2.本ガイドの目的と対象範囲・位置づけ 
3.生活機能と障害の捉え方 
4.支援機器の定義と範囲 
5.ICF に基づく生活機能と支援機器 
6.支援機器の選定方法 
7.支援機器 ICF 対応表 
8.支援機器の選定・導入の流れと本ガイドの位置 
づけ 

9.支援機器の有効活用に向けて 
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アンケート調査の結果、支援機器の選定・導入経

験が少なからずある専門職であっても、本ガイドが

半数以上で有益であることが明らかになった。一方

でガイドの難易度も半数以上が難しいと回答してお

り、本ガイドに何らかの課題が残ることも明らかと

なった。自由記述の回答からは、ICF のコーディン

グの難しさの問題や、それにともなう効率の低下、

検索の難しさ、収載データの数や説明の問題等が指

摘された。一方で、想定していなかった新たな機器

の可能性を発見できることや、経験に依らず機器の

選定ができる点、選択肢が提示される点など、臨床

の現場における利点も示された。想定されるガイド

の利用対象者に関する回答では、医療・福祉の専門

職が多く挙げられた。また、本人や家族といったエ

ンドユーザーとの回答も一定程度あり、利用者中心

で考えることの重要性も示された。 

2. 支援機器 ICF 対応表の更新 

支援機器データベースに登録された機器 775につ

いて、昨年度追加した肢体不自由関連の機器を中心

に、継続して ICF・ISO コードの対応付けの確認修

正登録、イラストの作成/修正登録、説明文の作成/
修正登録、利用できる可能性のある制度の調査登録

を行った。また、現場で役立つ出力形式として、テ

クノエイド協会の福祉用具のコード（CCTA95）と

ISO の対応付けを行い、同協会のデータベースと連

結し、参考製品例を確認できるようにした。さらに、

可視化システムの改修により、ICFコードを用いて、

利用者に適した支援機器を検索し、支援機器データ

ベースに登録された全ての関連情報を閲覧できる「支

援機器 ICF 対応表検索システム」を構築した。 
模擬シナリオによる試行の結果、ICF 項目の内容

の説明が必要、ICF コードの選択順、アイコン操作

の問題などが指摘され、改良を行った。 
3.ガイド利用モデルの構築および課題抽出 

支援機器の中でも給付制度でほとんどカバーされ

ないスマートデバイスの適合に焦点を当て、在宅支

援現場における課題を把握した。その結果、スマー

トデバイスの適合においても、Federiciらによる ATA 
モデルのような従来の支援機器の適合プロセスと同

様の機器選定・調整作業が確認された。 

支援機器と ICFの対応表の利用モデルを検討する

にあたり、利用者が ICF の分類に関する知識を有し

なくても利用が可能となるよう、普段使用している

語句から ICF の分類項目を検索し、その分類項目に

紐づいた支援機器の情報を得ることのできる検索シ

ステムを作成した。語句と ICF との紐付けには先行

研究（向野雅彦、厚生の指標 69(3)、2022）で作成

されている ICFの分類項目ごとの関連語句リストを

利用し、語句検索システムを作成した（資料 x）。

このシステムはweb上のアプリケーションとして作

成し、語句から ICF のコードの検索を実施すること

ができる。さらに、使用した関連語句リストのブラ

ッシュアップを実施し、コアとなる ICD-11V 章の

項目について、タイトルの同義語、類義語、関連す

る環境因子などを含むより詳細な語句リストを作成

した。関連する語句の数は 1974 単語となった。 
4.ICF および ISO9999 の動向把握 

 WHO国際統計分類ネットワークの会議に出席し、

最新の動向について情報収集を行った。現在、WHO
はこれまでの改訂をまとめ、ICF2023 として発行を

計画している。さらに ICF の利用を促進するべく、

分類の検索のための関連語句の追加とともに、ICF
の症例シナリオの収集や、ICD-11 V 章に採用され

た WHODAS の子供版の開発など、現在の取り組み

の方向性について情報収集を行うことができた。 
 支援機器の分類と用語 ISO9999 の改訂状況につ

いて情報収集を行った。2022 年 5 月に最新版が発行

された。今回の改訂では、教育・訓練用具の大分類

が削除されている他、情報・コミュニケーション機

器についても大きな改変がなされている。また、支

援機器の定義も改訂された。 
 以上の ICF 及び ISO9999 の最新動向については、

支援機器選定・導入ガイドのコラムにまとめて記載

することとした。 
 

Ｄ．考察 

1.支援機器の選定・導入運用ガイドの作成 

現状、個人の知識や技術レベルに委ねられている

支援機器の選定・導入運用に役立つガイドの開発を

目的とし、ICF対応表を中心に支援機器の選定・導
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入運用に関する調査結果及びガイド骨子案について

精査及び議論等を行い、ガイドを用いた実証評価を

行いガイドを完成させた。実証評価の限界もあり、

今後の研究が必要な段階であることがわかった。本

ガイドが、ICF対応表及びICF検索データシステム

の活用手順及びガイド利用モデルとともに多くの医

療福祉職に使用され、試用及び検証を含めた社会実

装が進む事で、統一的な概念のもと障がい者に支援

機器を届けられることに寄与すると考えられる。ま

た、将来的には、支援機器の有効性等のエビデンス

を提供することにも資する可能性がある。 
2. 支援機器 ICF 対応表の更新 

対応表の更新により、支援機器データベースに登

録した775件の支援機器について、イラスト、説明

文、利用できる可能性のある制度、関連するICF/ISO/ 
CCTA95コード、参考製品例の情報をICFコードと

対応付けて提供することが可能になった。 
また、支援機器の選定・導入ガイドで活用できる

データの出力形式として、製品情報を追加すること

とし、支援機器データベース、可視化システムの改

修により、テクノエイド協会の福祉用具情報システ

ムと連結して、参考製品例を表示する「支援機器ICF
対応表検索システム」を構築した。 
3.ガイド利用モデルの構築および課題抽出 

 在宅支援におけるスマートデバイスの適合に関す

るヒアリング調査では、既存の支援機器評価モデル

に沿ってスマートデバイスの導入で生じる課題を抽

出・分析した。その結果、新規性の高さに起因した

フォローアップや機器選択における課題が確認され、

ガイドライン導入でそれらが解決される可能性が示

唆された。 
 また、ICF語句検索システムの作成と検索辞書の

ブラッシュアップの結果、ICF分類に関する専門知

識無しにデータベースの検索が可能になり、網羅的

語句リストの導入で検索性の向上が期待されること

が示唆された。 
4.ICF および ISO9999 の動向把握 

 WHOおよびWHO国際統計分類ネットワークでは、

これまでの成果を踏まえ、アップデートと新しいプ

ラットフォームへの対応を進めている。特に新しい

国際分類プラットフォームへの融合は、ICDやICHI
との連携を強化し、分類システム全体の一貫性を高

めることにつながると考えられる。また、同義語の

収集により検索性を高めたり、症例シナリオを作成

するなど、臨床での活用を促進するための取り組み

にも積極的に取り組んでおり、今後一層の利便性向

上に貢献することが期待される。 
また、５月に発行された ISO9999 は、大分類の

構成や支援機器の定義など、大きな改訂がなされて

いる。この動向は、世界的に影響を及ぼすものと考

えられる。特に支援機器の定義の改訂は、障害の分

野に少なからず影響を及ぼすであろう。また、次期

改訂の議論も始まっており、今後の議論についても

動向の把握が必要である。 
 

Ｅ．結論 

今年度は、支援機器の選定・導入運用においてリ

ハ専門職が活用できるガイド二次案を作成し、専門

職による試行を経て、ガイドを完成させた。ガイド

で活用する支援機器 ICF 対応表については、製品デ

ータベースとの連結などの更新を行い、活用可能な

形で提供する事ができた。 
また、ガイドの利用場面での課題として、給付制

度の対象ではないスマートデバイスの適合の現状を

把握し、既存の支援機器の評価モデルに添って選定

を進められることが確認できた。また、ICF のコー

ド選択の支援システムも作成している。 
ICF および ISO9999 の最新動向に関する調査か

らは、それぞれの課題と改訂状況の情報を収集する

ことができ、これらの内容はガイドのコラムに記載

することとした。 
以上より、幅広い支援機器の選定や導入に資する

ガイドを作成し、その効果および課題を抽出するこ

とができた。今後はこれらのツールを用いた支援機

器の開発や普及のための拠点の構築につなげる予定

である。 
 

Ｆ．健康危険情報 

 なし 
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